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９
月
５
日
、
前
橋
市
・
グ
リ
ー
ン

ド
ー
ム
前
橋
に
お
い
て
、
地
域
中
小
企

業
の
人
材
確
保
・
定
着
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

た
。
本
事
業
は
、
地
域
中
小
企
業
の
魅

力
発
信
や
学
生
の
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
等
を
通
じ
て
、
企
業
の
人
材
定
着
、

雇
用
確
保
等
を
支
援
す
る
も
の
。

　

説
明
会
に
先
立
ち
、午
前
11
時
よ
り
、

就
活
生
の
た
め
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん

ま
・
山
内
弘
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
中

小
企
業
の
魅
力
と
探
し
方
を
伝
え
る
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
山
内
氏
は
、

中
小
企
業
の
現
状
や
そ
こ
で
働
く
こ
と

の
魅
力
、
本
説
明
会
で
の
面
談
の
仕
方

等
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。

　

説
明
会
は
午
後
１
時
よ
り
「
サ
ブ
イ

ベ
ン
ト
エ
リ
ア
」
に
お
い
て
開
催
。
群

馬
県
内
に
本
社
・
事
業
所
を
有
す
る
企

業
で
、
来
春
採
用
を
行
う
予
定
の
中
小

企
業
等
84
社
が
ブ
ー
ス
を
設
け
て
学
生

達
の
対
応
に
当
た
っ
た
。
対
象
者
は
平

成
26
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
・
大
学

院
・
短
大
生
等
で
、
会
場
に
は
リ
ク

ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
３
０
０

人
を
超
え
る
学
生
が
集
ま
り
、
真
剣
な

面
持
ち
で
採
用
担
当
者
の
説
明
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

　

な
お
、
合
同
企
業
説
明
会
は
、
本
会

と
と
も
に
本
事
業
を
受
託
し
た
株
式
会

社
ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ
ー
と
の
共
催
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
10
月
９
日
、

10
月
29
日
、
11
月
26
日
に
開
催
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

山内弘夫 氏

就活生の熱気に溢れた会場

300人超の就活生が来場！
地域中小企業の人材確保・定着支援事業地域中小企業の人材確保・定着支援事業

～合同企業説明会を開催～
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９
月
８
日
、
伊
勢
崎
市
赤
堀
町
・
群

馬
自
動
車
大
学
校
に
お
い
て
、
群
馬
県

タ
イ
ヤ
商
工
協
同
組
合
（
櫻
澤
清
明
理

事
長
、
組
合
員
20
人
）
を
対
象
に
講
習

会
を
開
催
し
、
組
合
員
企
業
の
整
備
作

業
者
等
23
名
が
出
席
し
た
。

　

初
め
に
、
住
友
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社

ダ
ン
ロ
ッ
プ
タ
イ
ヤ
営
業
本
部
技
術

サ
ー
ビ
ス
部
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
関

根
孝
文
氏
が
「
関
係
法
令
及
び
災
害
事

例
、
タ
イ
ヤ
及
び
作
業
用
機
器
に
関
す

る
知
識
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

関
根
氏
は
、「
タ
イ
ヤ
空
気
充
填
作
業

中
の
事
故
は
全
国
で
毎
年
数
十
件
発
生

し
、
時
に
は
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い

る
。
中
で
も
、
大
型
タ
イ
ヤ
空
気
充
填

作
業
で
の
事
故
が
多
く
、
事
故
全
体
の

約
６
割
を
占
め
て
い
る
」
と
述
べ
、
事

故
原
因
に
つ
い
て
は
、「
整
備
士
の
経
験

年
数
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
慣
れ
に

よ
る
手
順
の
簡
略
化
や
、
適
切
な
工
具

を
使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
」
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、「
実
際
の
作
業
で
は
、
タ
イ

ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
、
バ
ル
ブ
な
ど
に
異
常

が
な
い
か
細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も

に
、適
切
な
機
器
や
工
具
を
使
用
し
て
、

正
し
い
作
業
手
順
の
励
行
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
に
は
、
櫻
澤
理
事
長

や
深
谷
良
浩
専
務
理
事
等
、
組
合
役
員

が
講
師
と
な
り
、「
引
き
ず
り
痕
」、「
パ

ン
ク
」、「
ひ
び
割
れ
」
等
、
問
題
の
あ

る
状
態
の
タ
イ
ヤ
の
実
物
を
使
い
、
そ

の
見
分
け
方
や
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の
留

意
点
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
、
乗
用
車
用
タ
イ

ヤ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
タ
イ
ヤ
、
大
型

タ
イ
ヤ
の
交
換
と
空
気
充
填
作
業
を
体

験
。
出
席
し
た
受
講
者
は
、
皆
真
剣
な

表
情
で
、
安
全
な
タ
イ
ヤ
交
換
の
作
業

手
順
を
学
ん
で
い
た
。

安全教育講習会を開催安全教育講習会を開催
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９
月
10
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
公
社

総
合
ビ
ル
に
お
い
て
、
午
前
10
時
30
分

と
午
後
２
時
の
２
部
構
成
で
、「
も
の
づ

く
り
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
試
作

開
発
等
支
援
補
助
金
」
の
補
助
金
交
付

申
請
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
２
次
公
募
の
本

県
に
お
け
る
採
択
事
業
者
は
１
７
８
社

で
、
会
場
に
は
、
各
社
の
事
務
担
当
者

等
２
７
０
人
が
出
席
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
初
め
に
本
会
中
山
専

務
理
事
が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
飯
塚
指

導
部
長
、
地
域
事
務
局
専
従
者
を
紹
介

し
、
補
助
金
交
付
申
請
に
関
す
る
説
明

並
び
に
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
午
後
の
部
で
は
、
群
馬
県
工

業
振
興
課
技
術
開
発
係
・
池
口
義
彦
副

主
幹
が
同
席
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
申
請
手
続
の
具
体
的

な
方
法
や
補
助
対
象
経
費
等
に
関
す
る

質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

本
補
助
金
は
、
平
成
24
年
度
緊
急

経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企

業
の
競
争
力
強
化
を
支
援
し
、
即
効

的
な
需
要
の
喚
起
と
好
循
環
に
よ
る

経
済
活
性
化
を
目
的
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
。
補
正
予
算
と
し
て
総
額

１
０
０
７
億
円
が
基
金
造
成
さ
れ
、
試

作
開
発
や
設
備
投
資
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
１
０
０
０
万
円
を
上
限
に
対
象
経

費
の
３
分
の
２
の
補
助
を
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
２
回
の
公
募
に
よ
り
、
全

国
各
地
の
中
小
企
業
か
ら
応
募
が
相
次

ぎ
、
中
小
企
業
庁
で
は
、
予
算
額
に
達

し
た
と
し
て
、
今
回
の
第
２
次
公
募
を

も
っ
て
申
請
受
付
を
終
了
す
る
と
し
て

い
る
。

　

本
県
で
は
、
本
年
３
月
と
４
月
に
公

募
時
期
を
２
回
に
分
け
て
行
っ
た
１
次

公
募
と
７
月
の
２
次
公
募
を
通
じ
て

採
択
さ
れ
た
事
業
者
数
は
４
０
３
件

に
上
っ
た
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
別
の

件
数
で
全
国
第
７
位
で
あ
り
、
も
の

づ
く
り
に
か
け
る
熱
い
想
い
を
持
っ
た

県
内
中
小
企
業
が
数
多
く
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
全
国
に
示
す
結
果
と

な
っ
た
。

　

本
会
で
は
、「
も
の
づ
く
り
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
試
作
開
発
等
支
援

補
助
金
」
の
地
域
事
務
局
と
し
て
、
６

名
の
専
従
者
が
常
駐
し
、
本
会
職
員
と

と
も
に
関
係
書
類
の
作
成
や
申
請
に
当

た
っ
て
の
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
採
択
事
業
者
に
対
し
て
、

適
正
な
補
助
金
運
営
の
支
援
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
県
内
中
小

企
業
の
活
性
化
の
後
押
し
を
行
っ
て

い
く
。

最終公募採択事業所数が403件に

ものづくり補助金説明会開催

～採択件数、全国第７位～
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９
月
11
日
、
前
橋
商
工
会
議
所
会
館

に
お
い
て
、
恒
例
の
若
手
社
員
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
研
修
を
開
催
し
た
。

　

本
研
修
は
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ

れ
る
若
手
社
員
を
対
象
に
、
社
会
人
と

し
て
の
自
覚
の
喚
起
と
第
一
線
で
活
躍

で
き
る
能
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
第

一
義
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
県
内
企
業
よ
り
41
名
の
参

加
者
（
う
ち
、11
名
が
女
性
）を
対
象
に
、

経
営
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
雨
宮
利

春
氏
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
研

修
を
行
っ
た
。

　

研
修
で
は
、「
指
示
待
ち
人
間
」
か
ら

「
自
律
型
人
材
」
へ
の
意
識
変
革
を
図

る
こ
と
を
中
心
テ
ー
マ
に
、「
組
織
人
」

と
し
て
の
役
割
、
仕
事
を
主
体
的
か
つ

効
率
的
に
こ
な
す
ノ
ウ
ハ
ウ
、
日
頃
見

落
と
し
が
ち
な
マ
ナ
ー
、
良
好
な
人
間

関
係
を
構
築
す
る
秘
訣
等
、
新
入
社
員

が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
上
で
、

基
本
的
か
つ
重
要
な
内
容
に
つ
い
て
解

説
が
行
わ
れ
た
。

　

雨
宮
氏
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
駆

使
し
て
視
覚
的
効
果
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
参
加
者
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
素
養
に
つ

い
て
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
語
り
口
で
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

研
修
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全
員
に

本
会
中
山
専
務
理
事
よ
り
、
受
講
修
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

41人の新入社員がスキルアップ
若手社員リフレッシュ研修若手社員リフレッシュ研修

　

参
加
し
た
新
入
社
員
か
ら
は
、「
社
会

人
と
し
て
の
基
礎
的
な
マ
ナ
ー
に
改
め

て
多
々
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
、
新
入

社
員
と
し
て
今
後
ど
う
成
長
し
て
い
け

ば
良
い
の
か
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
聞
か

れ
た
。

雨宮利春 氏
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９
月
13
日
、
吾
妻
郡
中
之
条
町
四

万
・
豊
島
屋
に
お
い
て
、
群
馬
県
中
小

企
業
団
体
事
務
局
長
会
を
対
象
に
、
恒

例
の
夏
季
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
長
徳
寺
住
職
の
酒
井
大
岳

氏
を
講
師
に
招
き
「
豊
か
な
心
を
育
む
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
っ
た
。

　

酒
井
氏
は
、
初
め
に
、「
健
康
」
に
つ

い
て
触
れ
、「『
健
体
康
心
』
を
略
し
た

言
葉
。
心
と
体
が
健
や
か
で
初
め
て
健

康
と
言
え
る
」
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
お
釈
迦
様
の
話
を
現
代
的

に
翻
訳
し
た
六
つ
の
言
葉
を
示
し
、
巧

み
な
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
豊
か

な
心
を
育
む
こ
と
の
重
要
性
を
唱
え
た
。

①
あ
っ
た
か
い
命

　
　

長
い
宇
宙
の
時
間
か
ら
比
べ
れ
ば
、

人
生
は
ご
く
短
い
時
間
に
過
ぎ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
命
は
尊
い
。
短
い
人
生

の
中
で
何
を
や
る
か
を
考
え
、
皆
で

手
を
取
り
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と

が
重
要
。

②
悲
風
（
ひ
ふ
う
）
を
超
え
る

　
　

悲
風
と
は
、
突
然
や
っ
て
来
る
誰

も
逆
ら
え
な
い
現
実
の
姿
。悲
風
は
、

皆
に
降
り
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
の

覚
悟
が
必
要
。

③
明
る
く
生
き
る

　
　

も
の
の
考
え
方
に
は
「
陰
」
と

「
陽
」
が
あ
り
、
群
馬
県
民
は
、
端

的
で
切
り
替
え
が
早
く
、
典
型
的
な

陽
で
あ
る
。
何
事
も
色
々
な
側
面
か

ら
解
釈
し
て
、
決
し
て
暗
い
イ
メ
ー

ジ
で
捉
え
な
い
方
が
、
周
囲
に
も
良

い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
何
事
に
お
い

て
も
上
手
く
い
く
も
の
で
あ
る
。

④
縁
を
は
ぐ
く
む

　
　

縁
に
は
結
婚
の
よ
う
な
授
か
る
縁

と
育
む
縁
が
あ
る
。
縁
は
授
か
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
積
極
的
に
広

げ
て
い
く
（
育
む
）
こ
と
で
豊
か
な

人
生
が
送
れ
る
。

⑤
与
え
て
生
き
る

　
　

見
返
り
を
求
め
な
い
無
償
の
奉
仕

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
自
分

の
喜
び
よ
り
他
人
を
喜
ば
せ
る
「
悦

び
」
も
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
。

⑥
語
る
よ
り
歩
む

　
　

単
に
理
屈
を
唱
え
る
の
で
は
な
く
、

黙
っ
て
い
て
も
実
践
す
る
こ
と
を
説

い
た
も
の
。
と
に
か
く
前
に
進
む
こ

と
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
。

豊かな心を育み、いきいきと生きる

群馬県中小企業団体事務局長会

～恒例の夏季研修会を開催～

酒井大岳 氏
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業務改善助成金制度のご案内
目　的
　最低賃金引上げ支援対策費補助金制度（業務改善助成金）は、地域別最低賃金引上げにより大きな

影響を受ける中小企業（地域別最低賃金額が720円以下の県に事業場を置くものに限る）の事業主を

支援する目的で、設けられているものです。

概　要
　地域別最低賃金額が720円以下の県（※）に事業場を置く中小事業主が、次の事項を実施した場合

に、業務改善に要した経費の２分の１を国の予算の範囲内で助成する制度です。（業務改善助成金の上

限は100万円、下限は５万円です。）　

①最低賃金の引上げに先行して事業場内で最も低い賃金（以下「事業場内最低賃金」という）を４年

以内に計画的に時間給または時間換算額（以下「時間給等」という）で800円以上に引き上げる賃

金改善計画を策定し、１年あたりの時間給等が40円以上となる引上げを実施すること。

②労働者の意見を聴取の上、賃金制度の整備、就業規則の作成・改正、労働能率の増進に資する設備・

器具の導入、研修等の業務改善（以下「助成事業」という）を実施すること。

　※群馬県の最低賃金は、707円（但し、平成25年10月13日発効予定。発効日前日までは696円）

支給対象となる事業主
１.「業種」に応じて「資本金の額または出資の総額」または「常時使用する企業全体の労働者数」の

どちらかの要件を満たす事業主であること。

２．事業場内最低賃金が時間給等で800円未満の労働者を使用している事業主であること。

３．賃金改善計画および業務改善計画を策定し、各県労働局長に「中小企業最低賃金引上げ支援対策

費補助金（業務改善助成金）交付申請書」を提出し、交付決定を受けた事業主であること。

４．事業実施計画に基づき、次の措置を実施した事業主であること。

　（１）事業場内最低賃金規程の作成

　（２）賃金改善の実施

　（３）業務改善の実施

上記のほかにも各種要件があります。

詳細については、群馬労働局賃金課（電話027-210-5005）まで。

業　　　種 ①資本金の額または出資の総額 ②常時使用する企業全体の労働者数

一般産業（下記以外） ３億円以下の法人 300人以下

卸 売 業 １億円以下の法人 100人以下

サービス業 5,000万円以下の法人 100人以下

小 売 業 5,000万円以下の法人 　50人以下


